
国
家
備
蓄
水
準
一
〇
〇
万
ト
ン
を
切
る

米
の
自
由
化
を
促
す

そ
の
中
で

を
発
表

「
米
政
策
大
綱
」

平
成
一
六
年
度
よ
り
動
き
出
す

生
産
者
の
選
別
・
主
体
性
を
全
面
に
打
ち
出
す

農
水
省
は
一
〇
月
二
八
日
、
一
〇
月
一
五
日
現
在
の
水
稲

作
況
指
数
を
発
表
し
ま
し
た
。
作
況
指
数
は
全
国
平
均
九
〇

「
著
し
い
不
良

、
九
三
年
作
況
指
数
七
四
の
大
凶
作
以
来

」

一
〇
年
ぶ
り
の
不
作
、
山
口
県
も
九
一
と
中
四
国
以
西
で
は

鳥
取
の
八
九
、
島
根
の
九
〇
に
次
い
で
低
く
な
り
ま
し
た
。

八
月
以
降
の
好
天
続
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
年
作
を
下
回
る

こ
と
は
確
実
の
よ
う
で
す
。

一
方
政
府
は
「
米
政
策
の
改
革
と
水
田
農
業
経
営
の
発

展
に
む
け
て
ー
米
政
策
改
革
大
綱
及
び
生
産
調
整
に
関
す
る

研
究
会
報
告
ー
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

改
革
の
背
景
と
し
て
①
食
生
活
が
多
様
化
し
、
米
の
需
要

が
減
少
②
担
い
手
農
家
の
経
営
悪
化
・
高
齢
化
③
生
産
調
整

に
対
す
る
強
制
感
、
不
公
平
感
の
高
ま
り
を
挙
げ
、
平
成
一

六
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
一
〇
の
目
標
を
掲
げ
実
行
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
主
な
も
の
は

①
消
費
者
が
求
め
る
多
様
な
需
要
に
応
え
る
供
給
体
制
構
築

②
需
給
調
整
を
農
業
者
が
自
主
的
・
主
体
的
に
行
う

③
消
費
者
ニ
ー
ズ
、
市
場
動
向
を
基
に
行
う

④
全
国
一
律
か
ら
特
色
あ
る
農
業
改
革
へ
の
助
成
金
支
給
へ

⑤
流
通
規
制
の
緩
和

⑥
安
全
・
安
心
と
表
示
の
信
頼
性
の
確
保

⑦
米
不
足
時
の
安
定
供
給
体
制
の
整
備

⑧
水
田
農
業
担
い
手
の
シ
ェ
ア
を
六
〇
％
に
す
る

⑨
プ
ロ
農
業
経
営
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
作
り

⑩
多
面
的
機
能
の
発
揮
・
自
給
率
の
向
上

を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
の
は
主
食
で
あ
る
米
と
い

え
ど
も
、
国
の
関
与
を
極
力
減
ら
し
、
や
る
気
の
あ
る
専
業

農
家
（
四
㌶
以
上
）
の
自
己
責
任
で
行
え
、
と
言
う
こ
と
で

す
。
国
際
的
価
格
に
比
べ
て
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
と
い
わ
れ
る

現
在
の
米
価
で
さ
え
、
自
立
で
き
る
米
農
家
は
ご
く
一
部
で

す
。
更
に
価
格
は
下
が
る
と
言
う
現
状
で
経
営
を
維
持
す
る

に
は
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ

て
省
略
化
、
農
薬
や
化
学

肥
料
の
多
用
に
頼
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

国
民
が
求
め
て
い
る
も

、

、

の
は

お
い
し
く
て
安
全

環
境
に
も
負
荷
を
出
来
る
だ
け
か
け
な
い
米
づ
く
り
の
は
ず

で
す
。

環
保
研
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
農
民
が
す
で
に
無
農
薬
・

無
化
学
肥
料
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ガ
モ
・
カ
ブ
ト

、

、

エ
ビ
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
等
の
活
用

米
ぬ
か
除
草

紙
マ
ル
チ
、
冬
季
潅
水
、
深
水
栽
培
等
様
々
な
方
法
が
試
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
農
民
の
知
恵
の
だ
し
ど
こ
ろ
で
す
。

人
口
一
億
人
以
上
の
国
で
食
糧
の
自
給
率
が
四
割
を
切
る

国
は
日
本
だ
け
。
ど
ん
な
場
合
で
も
米
だ
け
は
全
国
民
が
安

心
し
て
お
ら
れ
る
基
盤
の
確
保
は
国
民
み
ん
な
の
願
い
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

学
校
給
食
は
ご
飯
が
基
本

健
康
が
気
に
な
る
が
時
間
が
な
い
、
健
康
法
は
試
す
が
ど
れ

も
長
続
き
し
な
い
。
健
康
に
な
り
た
い
が
苦
労
は
し
た
く
な

い
。
忙
し
い
あ
な
た
に
は
こ
れ
が
一
番

の
著
者

ご

は

ん

で

勝

つ

氏

幕

内

秀

夫

第
一
三
回
山
口
環
保
研
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

講

師

に

決

ま

る

恒
例
の
山
口
環
保
研
（
山
口
県
環
境
保
全
型
農
業
推
進
研

究
会
・
会
長
中
山
清
次
・
会
員
一
七
〇
名
）
農
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
来
年
（
二
〇
〇
四
年
）
三
月
一
四
日
（
日

、
山
口
市

）

平
川
の
山
口
大
学
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
講

師
と
し
て
、
管
理
栄
養
士
で
フ
ー
ズ
＆
ヘ
ル
ス
研
究
所
主
宰

の
幕
内
秀
夫
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。
先
生
は
一
九
七
九
年
山

梨
県
の
長
寿
村
譲
原
を
知
り
、
以
来
今
日
ま
で
日
本
の
伝
統

食
と
民
間
食
養
法
の
研
究
を
行
う
傍
ら
全
国
の
長
寿
村
を
歩

い
て
調
査

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
は
風
土
」
を
直
感
、
研
究
所
を
設

、

立
。
食
生
活
の
個
人
相
談
、
講
習
会
、
帯
津
三
敬
病
院
は
じ

め
医
療
機
関
の
食
生
活
相
談
、
食
事
療
法
を
担
当
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
九
九
五
年
既
存
の
栄
養
学
に
対
す
る
問
題
提
起
の

書
「
粗
食
の
す
す
め
」
を
上
梓
、
現
在
で
も
食
事
書
の
中
で

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
二
〇
年
に
及
ぶ
食
事
指
導
か
ら
見
た
日
本
人
の
食
と
農
業

（

）

。

米

を
中
心
に
お
話
し
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

な
お
、
当
日
は
先
生
の
著
書
「
粗
食
の
す
す
め
」
を
は
じ
め

「
ご
は
ん
で
勝
つ

「
じ
ょ
う
ぶ
な
子
ど
も
を
つ
く
る
基
本

」

食

「
完
全
米
飯
給
食
が
日
本
を
救
う
」
等
の
販
売
も
予
定

」
し
て
い
ま
す
。

第
三
回
Ｅ
Ｍ
講
座

十
一
月
十
二
日

宇
部
市
で
開
催

今
年
三
回
目
の
Ｅ
Ｍ
農
業
講
座
が
宇
部
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
環
保
研
会
員
も
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
前
回
同
様
中
国
Ｅ
Ｍ
普
及
協
会
の
原
川
氏
で
、
今
回

は
稲
作
、
特
に
苗
土

を
含
め
た
土
作
り
の

大
切
さ
を
力
説
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
除
草
対
策
、

名
案
は
ま
だ
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
Ｅ
Ｍ
の

長
期
使
用
で
草
が
少

な
く
な
る
と
い
う
人

も
あ
り
ま
し
た
。

ど
こ
へ
行
く
日
本
の
稲
作

政
府
は
今
年
（
平
成
一
五
年
）
一
月
、
こ
れ
か
ら
の
稲

作
の
あ
り
方
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
改

革
の
要
点
は
こ
れ
ま
で
の
政
府
主
導
の
生
産
調
整
を
中
心
と

し
た
減
反
政
策
か
ら
、
農
業
経
営
者
を
主
役
と
し
た
消
費
者

・
市
場
の
動
向
重
視
の
政
策
へ
の
転
換
を
図
る
も
の
で
す
。

農
業
の
担
い
手
は
水
田
規
模
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
家

ま
た
は
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
落
型
経
営
体
と
し
、
こ

れ
ら
が
多
様
な
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、
需
要
毎
に
求

め
ら
れ
る
価
格
条
件
等
を
満
た
し
な
が
ら
安
定
供
給
す
る
。

平
成
一
六
年
ス
タ
ー
ト
、
二
二
年
に
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も

の
で
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
大
綱
に
よ
れ
ば
、
米
の
消
費

量
は
昭
和
三
七
年
度
国
民
一
人
あ
た
り
一
一
八
キ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
一
二
年
度
は
六
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

約
四
割
減
、
米
価
も
平
成
六
年
度
産

六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

二
一
，
三
六
七
円
、
一
二
年
度
産
一
六
，
二
七
五
円
と
二
割

減
、
新
規
就
農
者
も
一
万
人
に
四
人
に
な
っ
た
こ
と
を
上
げ

て
い
ま
す
。

一
方
総
務
省
の
世
論
調
査
で
は
「
国
民
の
七
八
％
が
将
来

の
食
糧
供
給
に
不
安
」
を
持
ち

「
八
四
％
は
食
料
は
出
来

、

る
だ
け
国
内
産
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
日
本
の
食
料

、

、

、

自
給
率
は

供
給
熱
量
で
四
〇
％

穀
物
自
給
率
は
二
八
％

世
界
一
七
五
カ
国
中
一
二
八
番
目
。
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

も
平
成
一
二
年
に
は
八
五
万
玄
米
ト
ン
輸
入
、
そ
の
結
果
水

田
の
四
割
近
く
が
休
耕
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
食
料
自

立
計
画
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
つ
い
に
こ
こ
に
き
て
米

作
り
を
放
棄
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南
北
に
細
長
い
日
本
列
島
、
そ
の
七
割
が
山
地
、
列
島
の

背
骨
を
山
脈
が
貫
き
、
複
雑
な
地
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
地
形
と
気
候
風
土
の
中
で
日
本
人
は
農
の
中
心
に
水
稲
栽

培
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
米
作
り
は
良
質
の
食
糧
供
給
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
土
・
環
境
保
全
、
生
物
環
境
・
資
源
保

全
機
能
・
公
的
機
能
な
ど
重
要
な
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
国
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
米
政
策
の
改
革
に
は

こ
れ
ら
の
点
が
、
す
っ
ぽ
り
抜
け
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い

（
Ｈ
・
Ｕ
）

で
し
ょ
う
か
。

編
集
後
記

「

」

今
回
は
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

米
政
策
改
革

を
特
集
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
農
業
の
基
盤
と
な
る

。

（

）

も
の
で
す

会
員
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

梅
津

や
ま
ぐ
ち
環
保
研
会
報
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谷間の無農薬有機培稲、長雨で分けつが今一つ（小郡町）

長年無農薬・有機栽培の水田は命に満ちあふれています

梅雨のまっただ中イトトンボがさかんに羽化していました




